






































































146 147大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から 第 5 章　グローバルに生きる！　はじまりは GLOCOL だった
自分の掲げたテーマについて他専攻の学生と議論し、現地ヒアリングで
は、ヒアリングと定義しつつも、現地の方々の意見の搾取にならぬよう“意
見交換”を数多く実施しました。また、その議論や意見交換は、単なる
同調や批判で終わらずに、各々の意見を尊重し、かみ砕き、意見を融合
させて新しい見解を生み出すということが多くなされました。
　その中で、自分では思いつきもしなかった考えに多く出会いました。自
分とは違う国・環境で育ち、違う国・環境で学んできた者同士であるから
こそ、様々な意見が生まれるのであると感じました。国境を越えてもそれ
は同じであり、今まで勝手に作り上げていた“国境”という壁は気が付け
ば意識しなくなっていました。また、グル プーワークでは答えのない問題
の中で生まれた小さな疑問の一つも取りこぼさず、尊重し、議論を深め
るということが繰り返し実施されました。この時初めて“違う意見”や“小
さな疑問”が貴重なのだと体感しました。今まで、違う意見だからこそ、
それが壁となり批判・否定されるのだと思い、グル プーワークには不安を
感じ、身構えて参加していました。しかし、この経験から一人ひとりの意
見が異なることは当たり前であり、“違う”からこそ新たな意見に出会い、
また融合させることで思いもよらぬ解にたどり着くのだと気づきました。
そして、何よりそのような意見を融合させる過程そのものは、とても楽しく、
身構えて挑む必要は何もないのだと身を持って体験しました。
　思い返せばそれまで経験してきたグル プーワークでは、意見を融合させ
ることの重要性に気づけていなかったために、意見の同調や批判で終わ
らせてしまうものが多かったように思います。また、会社では業務中の会
議の在り方について、次のような注意がよくなされます。
・多様な意見を尊重しましょう
・多角的な視点を持ちましょう
・活発で建設的な意見交換を心がけましょう
　これは、誰しもが耳にしたことがあり、頭では理解できていることです。
しかし会議の実情はというと、発言力のある人が発言し、発言しない人
は全くせずに終了するということが時に生じます。このように、“違う”意
見であることに身構えて意見を言えない、意見を融合させるという過程ま
で到達しないということが生じる原因の一つとして、“違う”意見を融合さ
せることが楽しいという経験がないことがあげられるのではないかと考え
ます。私はこれについて経験できたおかげで、会議や打ち合わせの場面
だけでなく、人との接する全ての機会において、人の意見を一旦受入れ咀
嚼し、自分の考えとどう融合させることができるか、建設的に考える意識
づけができるようになりました。
　3つ目は、「技術者としてエンドユーザーの意見を盛り込んだ技術展開を
する」という、自身のライフテーマを見つけることができたことです。
　GLOCOLと出会うまでは、高効率、高性能な環境技術こそが、環境と
人とを救うことができると考えていました。しかし、海外 FSで以下のよう
な経験をし、考え方が変わりました。
■タイ　ハッキヤ村
　カレン族の伝統的な生活を送りながらも、近年では水力発電用ダムの
建設を実施しており、村人たちも電気の
ある生活を待ち望んでいました。その一
方で、カレン族特有の精霊信仰が失われ
ることを危惧している人はいませんでし
た。しかし、「近代化が進行し、時間の使
われ方や、精霊を信じない人が増加し、
いつの間にか精霊信仰が失われたらどう
感じますか」という私たちの問いに対し、
「考えもしなかった。そうなったら寂しい」
という回答が得られました。
■中国　雲南
　外部からの新しいモノの流入、内部で
の価値観の変化により、近代化が進行す
る中で、ヒアリングを行った少数民族の
中には「都会的な暮しには憧れない。あの
慌ただしい生活が幸せとは思えない。」と
いう回答が得られました。
　上記のように、「望まれない開発」があ
るのだということを自分の耳で聞いたと
き、たとえ最新の技術を導入し、環境問
題が改善されたとしても、その地域の文
化が失われ、生活様式が一変してしまうことがあれば、それはその地域
への最善解ではないと気づきました。最善解を見出すために、技術者の
意見だけではなく、エンドユーザーの人々や技術以外の視点を持った人々
と共同し、時には技術導入にブレーキをかけることのできる技術者になり
たいと考えるようになりました。
　今はまだ、自身の技術が追い付いておらず、この技術は本当に必要か、
最新技術というだけで持て囃されていないか等、疑問に思うことで留まっ
ています。しかし自身の技術を磨き、経験を積んだ暁には、自身の疑問
148 大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から
を最善策に代えて、環境もそれを取り囲む人々も幸せにできる技術提案
ができるようになりたいと考えています。FSで技術を取り囲む人 と々実際
に触れ合う機会がなければ、エンドユーザーのことを思慮の範囲内にす
ることはできていなかったかもしれません。FS調査を通し、このようなラ
イフテーマが見つかったこと、ライフテーマに立ち返ることのできる場所・
仲間がいるということは、社会に出てから自分を見失わない基盤、そして
大きな原動力となっています。
4. 最後に
　GLOCOLでの活動中、全てにおいて、私は今まで考えたこともなかった、
モノの見方・考え方との出会いの連続でした。数値や理屈ではカバーしき
れない答えのない問題と向き合う中で、
悩み続ける期間も多くありました。しかし、
その悩んだ期間で生まれた小さな疑問の
一つ一つを、考える種として、真摯に向
き合い、議論するということを実践にて
教えて下さった先生方に感謝いたします。
この学びがあったからこそ、さらに多様な
意見に出会い、ライフテーマに出会うこ
ともできました。本当にありがとうござい
ました。
